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マルクト劇場の監督であったゲオルク・フィリップ・テレマン Georg Philipp 



































が特徴である。また、上演は四旬節（復活祭前の 46 日間）を除いて、1 年を
通して行われていた。ブラウンシュヴァイクのハーゲンマルクト劇場は、芸術











95mixed muses no.15 
年経過してからブラウンシュヴァイクに上演が行われた作品が見られるのも特
徴である。一方、ブラウンシュヴァイクからは多くの作品がハンブルクにもた
らされた。ハーゲンマルクト劇場のほぼ全時期にわたる 37 作品が、ブラウン
シュヴァイク上演後ただちにゲンゼマルクト劇場でも上演されたことは特筆す
べき点である。このことから、ハーゲンマルクト劇場はゲンゼマルクト劇場を
手本として設立されたが、オペラの上演に関してはハーゲンマルクト劇場がゲ
ンゼマルクト劇場に大きな影響を与えていたと言える。
　以上の考察から、ハンブルクとブラウンシュヴァイクは帝国直属都市と宮廷
都市で統治制度が全く異なり、その影響から音楽の発展やオペラ劇場設立の経
緯にも相違があったが、オペラの上演という点において 2 つの劇場が繋がっ
ていたということを明らかにすることができた。
